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手
塚
治
虫

昆
虫
採
集
の
森

宝
塚
市
川
面
６
丁
目

　
タ
カ
ラ
ヅ
カ
を
愛
し
た
手
塚
治
虫

が
５
歳
か
ら
約
2
0
年
開
、
御
銀
山
で
暮

ら
し
た
そ
の
少
年
時
代
、
昆
虫
採
集
に

夢
申
に
な
っ
て
い
た
千
古
稲
荷
犬
明

神
と
鎮
守
の
森
の
佇
ま
い
。

　
　
（
撮
影
広
報
委
昌
ノ
今
柴
満
吉



第１ ５ ３号会報シルバーたからづか平成３０年９月

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間

セ
ン
タ
ー
事
業
普
及
啓
発

活
動
の
ご
案
内

　
1
0
月
は
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間
」
と
し
て
、
全
　
（
二
）

旧
冬
市
町
村
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
が
事
業
普
及
啓
発
活
動
を
展
開
し
ま
　
（
二

半
。

　
当
市
も
セ
ン
タ
ー
を
挙
げ
て
様
々
な

活
動
を
行
う
予
定
を
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
地
区
・
地
域
班
を
始
め
、
会
員
皆
様

二
、
実
施
期
間

　
　
1
0
月
１
目
～
1
0
月
3
1
目

三
、
実
施
内
容

二
）
全
シ
協
、
兵
シ
協
が
主
催
す
る
普

　
　
及
啓
発
事
業
へ
の
参
加

（
四
）

（
五
）

の
積
極
的
な
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ス
）

一
、
目
的

　
平
成
3
0
年
度
は
、
「
第
２
次
会
員
１

０
０
万
人
計
画
」
を
踏
ま
え
、
シ
ル
バ
ー
　
（
七
）

人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
社
会
的
意
義
、

ま
た
、
そ
の
活
動
内
容
を
広
く
地
域
の

皆
様
や
行
政
機
関
な
ど
に
ご
理
解
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
セ
ン
タ
ー
ヘ
の
入
会

の
働
き
か
け
、
お
よ
び
就
業
機
会
の
拡

大
に
向
け
た
、
年
間
を
通
じ
た
活
動
に

加
え
、
よ
り
一
肩
効
果
的
な
普
及
啓
発

活
動
を
展
開
し
ま
す
。

地
域
団
体
へ
の
地
域
貢
献
ボ
ラ

ビ
ア
ィ
ア
の
参
加

会
員
の
増
強
、
と
り
わ
け
女
性
の

入
会
促
進

就
業
機
会
の
確
保
・
拡
大

安
全
就
業
の
推
進
と
健
康
管
理

の
徹
旅

1
0
月
の
「
シ
ル
バ
ー
の
目
」
に
併

せ
、
地
区
・
地
域
班
を
け
じ
め
役

職
員
に
よ
る
駅
前
な
ど
で
の
普

及
啓
発
活
動
の
展
開

シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ア
の
開
催

◆
主
な
啓
発
活
動
の
実
施
予
定

・
駅
前
で
の
啓
発
活
動
を
実
施

　
例
年
ど
お
り
、
Ｔ
Ｊ
Ｒ
宝
塚
、
阪
急
宝
塚
、

逆
瀬
川
、
山
本
の
各
駅
前
に
お
い
て
、
七

レ
タ
ー
役
職
員
、
事
業
開
拓
員
、
お
よ
び

地
区
・
地
域
班
の
会
員
・
役
員
が
Ｐ
Ｒ
チ

ラ
シ
等
を
配
布
し
て
の
普
及
啓
発
活
動

兵
庫
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
協
会
か
ら
の
ご
案
内

◆
「
平
成
3
0
年
度
兵
庫
県
ジ
ル
バ

　
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
推
進

　
大
会
」
を
開
催

と
併
せ
て
清
掃
ボ
ラ
ビ
ア
ィ
ア
を
予
定
　
日
時

し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
は
1
0
月
１
日
（
月
）
に
行
　
場
所

い
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

・
第
５
回
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ア
開
催

　
1
0
月
2
0
目
（
土
）
、
1
0
時
か
ら
1
6
跡

ま
で
セ
ン
タ
ー
事
務
所
、
駐
車
場
内
で

開
催
致
し
ま
す
。

　
今
回
も
昨
年
同
様
に
当
セ
ン
タ
ー
の

Ｐ
Ｒ
を
主
と
し
、
独
白
事
業
の
小
物
販

売
、
養
父
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
栽
培
の
新
鮮
野
菜
、
無
農
薬
の
新

米
な
ど
を
販
売
の
予
定
で
す
。

　
会
員
の
皆
さ
ま
、
地
域
の
皆
さ
ま
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
事
業
開
拓
委
員
会
）

平
成
3
0
年
1
0
月
3
1
目
（
水
）
、

午
後
１
時
～
４
時

神
戸
新
聞
文
化
情
報
ビ
ル
４
Ｆ

根
方
ホ
ー
ル

交
通
　
Ｊ
Ｒ
神
戸
駅
、
市
営
地
下
鉄
海

　
　
　
岸
線
ハ
ー
バ
上
フ
ン
ド
駅
よ
り

　
　
　
徒
歩
約
1
0
分
、
高
速
神
戸
駅
よ

　
　
　
り
徒
歩
約
1
5
分

※
表
形
式
　
永
千
言
貝
・
役
職
員
表
彰

　
　
　
安
全
標
語
表
彰
、
安
全
「
事
故
ゼ

　
　
　
ロ
運
動
」
表
彰

※
展
示
即
売
　
４
階
ホ
ワ
イ
エ
に
て
、

　
　
　
午
前
Ｈ
特
～
午
後
４
特
1
5
分

※
講
演
　
「
高
齢
者
の
交
通
安
全
教
育

　
　
　
に
つ
い
て
」

※
講
師
　
兵
庫
県
警
察
本
部
交
通
部
交

　
　
　
通
企
画
諜

※
参
加
無
料

※
お
問
合
せ

　
公
益
社
団
法
人
兵
庫
県
シ
ル
バ
ー
人

　
材
セ
ン
タ
ー
協
会

　
（
ａ
ｏ
７
８
－
３
７
１
－
８
０
１
２
）

２



第１ ５ ３号平成３０年９月　会報シルバーたからづか

社
会
参
加
支
援
活
動

◆
宝
塚
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
に
参
加

　
８
月
2
0
日
（
月
）
、
午
前
１
１
時
～
午

後
1
0
特
、
市
立
末
広
中
央
公
園
で
「
宝

塚
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
ク
２
０
１
８
～
み
ん

な
で
創
ろ
う
宝
塚
ま
つ
り
～
」
が
行
わ

れ
、
当
セ
ン
タ
ー
は
社
会
参
加
支
援
活

動
の
一
環
と
し
て
会
場
内
の
清
掃
と
自

転
車
整
理
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
揃
い
の

ペ
ス
ト
を
着
用
し
て
行
っ
た
。

　
ま
た
、
２
張
り
の
テ
ン
ト
で
は
事
業

開
拓
委
員
、
役
轍
員
が
入
会
業
内
や
就

業
開
拓
な
ど
の
普
及
啓
発
活
動
、
子
育

て
支
援
よ
り
「
親
子
物
づ
く
り
コ
ー
ナ

ー
」
の
開
設
、
手
芸
同
好
会
に
よ
る
手
作

り
小
物
の
展
示
・
販
売
を
行
っ
た
。

　
特
に
「
親
子
物
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー
」
は

犬
盛
況
で
あ
っ
た
。

☆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
者

会
場
内
清
掃
（
1
3
各

板
介
宵

奥
野
矢
美

島
谷
信
次
郎

高
田
均

岩
城
正
に

肥
塚
章

杉
谷
安
正

嶽
本
則
行

橘
須
美
子

中
西
進

古
田
隆
信

谷
口
拡
一
郎

増
本
ミ
キ

自
転
車
整
理
（
1
0
名
）

魚
座
征
一
郎

柴
田
恒
雄

坪
井
敬

西
目
弘

且
筒
一
郎

小
西
太
一
郎

高
瀬
紘
一

中
川
健
古

西
山
孝

和
田
芳
明

親
子
物
づ
く
り
コ
ー
↑
（
８
名
）

青
井
孝
子
　
安
達
早
苗

加
藤
英
智
子
杉
山
ち
よ

田
村
圃
子
　
長
岡
桂
子

中
嶋
涼
子
　
平
石
峯
子

▲暑い中でのゴミ回収

▲会場内清掃▲駐輪場の整理

▲チラシを配布し当シルバーをＰＲ　▲親子ものづくりコーナー

◆
事
務
局
か
ら
の
お
礼

　
会
場
内
の
清
掃
や
自
転
車
整
理
、
親

子
物
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー
で
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆

さ
ま
、
お
暑
い
中
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

３



平成３０年９月　会報シルバーたからづか　第１ ５３号

安
全
委
員
会
だ
よ
り

●
６
月
～
７
月
の
事
故
内
容

　
　
　
　
　
平
成
3
0
年
７
月
末
現
在

前

年

度

ｽﾞJ

30

ﾙ|

／

３
件

６
件

損

害

０
件

２
件

傷

害

　
★
損
害
事
故

損
害
事
故
①

●
内
容
一
　
機
械
除
草
作
業
中
、
五
加
飛

　
　
散
し
停
車
車
両
の
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ

　
　
ス
を
破
損
さ
せ
た
。
な
お
、
飛
散
防

　
　
止
措
置
の
ネ
ッ
ト
を
し
て
い
た
が
、

　
　
ネ
ッ
ト
と
ネ
ッ
ト
の
間
か
ら
五
が

　
　
飛
散
し
た
模
様
。

●
注
意
点
１
１
　
今
回
の
事
故
を
踏
ま
え
、

　
　
本
件
に
対
す
る
安
全
対
策
を
再
検

　
　
討
し
、
再
発
防
止
に
努
め
る
事
。

損
害
事
故
②

●
内
容
１
１
家
庭
内
清
掃
作
業
中
に
誤
っ

　
　
て
陶
器
製
の
コ
ッ
プ
が
倒
れ
、
コ

　
　
ッ
プ
の
二
郎
が
欠
け
て
し
ま
っ
た
。

●
注
意
点
一
作
業
中
、
割
れ
そ
う
な
物

　
　
や
高
価
な
晶
を
移
動
さ
せ
る
際
は
、

　
　
慎
重
に
取
り
板
う
事
。

損
害
事
故
③

●
内
容
・
管
理
業
務
に
て
施
錠
確
認
作

　
　
笑
中
、
扉
の
ブ
ラ
イ
ン
ド
力
士
ア

　
　
ン
の
袖
で
足
を
滑
ら
せ
て
転
倒
し

　
　
九
際
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
カ
ー
テ
ン
が

　
　
破
損
し
た
。

●
注
意
点
一
施
錠
確
認
の
際
は
ブ
ラ
イ

　
　
ン
ド
カ
ー
テ
ン
を
引
き
上
げ
九
う

　
　
え
で
行
う
事
。

損
害
事
故
④

●
内
容
１
１
植
木
剪
定
作
業
中
、
剪
定
機

　
　
械
で
Ｔ
Ｖ
ケ
ー
ブ
ル
線
を
断
線
さ

　
　
せ
て
し
ま
っ
た
。

●
注
意
点
１
１
作
業
の
際
は
、
周
囲
の
状

　
　
況
を
確
認
し
て
作
業
を
実
施
す
る

　
　
事
。

★
傷
害
事
故

傷
害
事
故
①

●
内
容
ご
就
業
先
か
ら
徒
歩
で
帰
宅
中
、

　
　
足
元
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
支
脈
、

　
　
前
の
め
り
に
転
倒
。
そ
の
際
、
顔
面

　
　
他
全
身
を
強
打
し
負
傷
し
た
。

●
庄
意
点
１
１
足
元
に
注
意
し
な
が
ら
歩

　
　
く
こ
と
は
も
と
よ
り
、
年
齢
に
よ

　
　
る
体
力
の
低
下
等
、
就
業
さ
れ
て

　
　
い
る
全
て
の
会
員
の
方
々
は
健
康

　
　
維
持
に
努
め
て
頂
き
た
い
。

傷
害
事
故
②

●
内
容
二
百
理
業
務
に
て
施
錠
確
認
作

　
　
粟
田
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
カ
ー
テ
ン
の

　
　
袖
で
足
を
滑
ら
せ
て
転
倒
。
そ
の

　
　
際
に
足
の
膝
を
強
打
し
、
膝
骨
を

　
　
骨
折
し
た
。

●
注
意
点
１
１
施
錠
確
認
の
際
は
ブ
ラ
イ

　
　
ン
ド
カ
ー
テ
ン
を
引
き
上
げ
た
う

　
　
え
で
行
う
事
と
し
、
足
元
に
も
注

　
　
意
し
な
が
ら
作
業
す
る
事
。

安
全
は
慣
れ
等
に
よ
る
自
信
と
ち
ど
り

が
命
取
り
。
事
故
は
こ
れ
ま
で
の
努
力

が
水
の
泡
に
な
り
ま
す
。

常
に
「
安
全
は
す
べ
て
に
優
先
す
る
」
を

合
言
葉
に
事
故
の
無
い
よ
う
就
業
し
ま

し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
安
全
委
員
会

地
区
地
域
班
だ
よ
り

◆
良
元
３
の
２
地
域
班

仁
川
夏
祭
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
平
成
3
0
年
７
月
2
6
目
（
本
）
、
「
仁
川

２
０
↓
８
夏
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
当
地

域
班
は
「
お
魚
つ
り
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
午
後
Ｔ
時
か
ら
４
時
と
午
後
４
時
か

ら
７
時
の
２
回
２
名
ず
つ
、
計
４
名
の

参
加
を
得
て
行
っ
た
。

　
子
供
た
ち
に
大
変
人
気
の
「
お
魚
つ

り
」
で
、
大
変
有
意
義
な
ボ
ラ
ビ
Ｔ
ィ
ア

で
あ
っ
た
。

▲仁川夏祭り「お魚つり」の様子

･↓



第１ ５ ３号平成３０年９月　会報シルバーたからづか

◆
地
区
地
域
班
・
班
長
会
議

　
平
成
3
0
午
度
第
士
回
地
区
地
域
班
・

班
長
会
議
が
８
月
2
7
目
（
月
）
、
午
前

1
0
跡
か
ら
当
セ
ン
タ
ー
３
防
火
会
議

室
に
て
開
催
さ
れ
、
地
区
・
地
域
班
長
及

び
役
職
員
を
含
む
2
6
名
が
出
席
し
た
。

　
議
題
は
シ
ル
バ
ー
の
日
の
役
割
分
担

や
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ア
等
へ
の
啓
発
活
動

へ
の
協
力
依
頼
。
ま
た
、
今
後
の
地
区
・

地
城
府
の
在
り
方
等
の
つ
い
て
、
各
班

長
か
ら
の
問
題
点
と
解
決
方
法
の
提
案

を
依
頼
し
た
。

▲地区地域班･班長会議の様子

講
習
会
報
告

◆
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
開
催

　
平
成
3
0
年
８
月
６
目
（
月
）
及
び
８

目
（
水
）
の
両
目
、
当
セ
ン
タ
ー
小
会
議

室
に
て
「
第
２
回
パ
ソ
コ
ン
教
室
」
を
開

催
し
た
。

　
講
師
に
元
勤
労
市
民
セ
ン
ク
ー
パ
ソ

コ
ン
教
室
講
師
・
高
野
学
氏
を
お
招
き

し
て
、
9
0
分
単
位
の
入
替
制
の
講
座
を

計
６
回
実
施
し
、
５
ネ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
会
員
の
協
力
を
得
て
、
延
べ
2
9
名
が

受
講
し
た
。

◆
筆
耕
勉
強
会

　
平
成
3
0
年
７
月
1
9
口
（
本
）
、
８
月

1
0
口
（
金
）
の
両
目
、
仲
田
加
代
子
会
員

（
書
道
師
範
・
賞
状
技
法
上
）
を
講
師
に

セ
ン
タ
ー
犬
会
議
室
に
て
、
筆
耕
業
務

就
業
希
望
会
員
を
対
象
と
し
た
勉
強
会

を
開
催
し
た
。

　
両
目
延
べ
会
員
８
扇
が
参
加
し
て
、

今
回
は
真
っ
直
ぐ
に
書
く
こ
と
、
余
白

と
の
バ
ラ
ン
ス
の
コ
ツ
等
に
つ
い
て
学

習
し
た
。

▲筆耕勉強会の様子

互
助
会
だ
よ
り

◆
第
１
回
カ
ラ
オ
ケ
大
会
開
催

　
平
成
3
0
午
８
月
２
目
（
木
）
、
午
前

1
0
時
よ
り
コ
ー
ト
・
ダ
ジ
ュ
ー
ル
宝
塚

店
に
て
、
初
の
試
み
と
し
て
カ
ラ
オ
ケ

犬
会
が
開
催
さ
れ
た
。
「
精
密
採
点
Ｄ

Ｘ
」
に
よ
り
音
程
は
も
と
よ
り
ビ
ブ
ラ

ー
ト
、
リ
ズ
ム
、
表
現
力
、
安
定
性
な
ど

が
採
点
さ
れ
高
得
点
者
に
は
記
念
品
か

お
り
、
1
9
名
が
参
加
し
自
慢
の
の
ど
を

披
露
し
た
。

　
最
後
は
全
員
で
上
を
向
い
て
歩
こ
う

を
合
唱
し
た
。

　
｝
」
の
筆
耕
勉
強
会
は
1
2
月
ま
で
毎
　
○
優
　
勝

月
Ｔ
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
予
定
で
す
。

市
宿
敵

Ｑ
　
Ｍ
　
ｓ

９
７
９
占
い

○
準
優
勝
　
小
原
試
行

○
レ
デ
ィ
ス
賞

０

↓
７
８
占
い

高
地
花
子

９

↓
４
４
占
い

▲参加者の皆さん▲市営会員

　y……jTI∃Si,d謡一

▲小原会員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
｀
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・
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
員

　
　
Ｚ
｀
　
‥
．
　
　
　
　
　
　
　
″

　
４
‘
　
　
　
＝
ａ
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第１ ５ ３号会報シルバーたからづか平成３０年９月

◆
互
助
会
の
行
事
予
疋

　
今
年
度
の
互
助
合
行
事
予
定
に
つ
い

て
は
左
記
の
と
お
り
計
画
し
て
い
ま
す
。

参
加
募
集
に
つ
き
ま
し
て
は
詳
細
が
決

定
次
第
「
互
釣
合
だ
よ
り
」
で
ご
案
内
し

ま
す
。

‐
研
修
旅
行

　
　
今
秋
は
鳥
取
砂
丘
に
決
定

　
今
年
度
の
互
助
今
節
行
け
1
0
月

1
7
目
（
水
）
、
1
0
月
2
5
目
（
本
）
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
同
じ
行
程
を
２
回

実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
都
合
の

良
い
日
程
で
、
お
申
込
み
下
さ
い
。

　
行
先
は
、
鳥
取
砂
丘
の
砂
と
水
だ

け
を
使
用
し
制
作
さ
れ
た
砂
の
彫
刻

を
展
示
す
る
「
砂
の
美
術
館
」
と
、
商

売
繁
盛
、
金
運
上
昇
の
神
と
し
て
多

く
の
参
拝
客
が
集
ま
る
、
因
幡
の
「
宇

倍
神
社
」
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
お
申
込
み
は
必
ず
「
今
且
且

釣
合
だ
よ
り
」
に
同
封
の
「
払
込
取
扱

票
」
を
使
い
、
最
寄
り
の
郵
便
局
か
ら

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
申
込
締
切
日
は
９
月
2
5
目
（
火
）
、

当
日
消
印
有
効
で
す
。

・
社
会
見
学

　
　
今
年
度
の
社
会
見
学
は
別
口
に
て

　
　
「
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
神
戸
工
場
」
と
「
サ

　
ン
ト
リ
上
京
都
ビ
ー
ル
エ
場
」
を
予

　
定
し
て
い
ま
す
。
ご
案
内
は
1
0
月
中

　
句
頃
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第
２
回
カ
ラ
オ
ケ
大
会

　
平
成
3
1
年
２
月
頃
、
「
コ
ー
ト
・
ダ

ジ
ュ
ー
ル
宝
塚
店
」
に
お
い
て
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

事
務
局
だ
よ
り

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
ご
協
力
を

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
年
間
を
通
し
て
行

わ
れ
る
様
々
な
行
事
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
毎
年
、
1
0
月
1
0
目
に
障
害
者
支
援

施
設
「
希
望
の
家
」
で
行
わ
れ
る
運
動
会
、

ま
た
Ｈ
月
に
市
立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
る
宝
塚
市
障
が
い
者
運
動

会
・
キ
ャ
ピ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ボ
ラ
ビ
ア

ィ
ア
の
募
集
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
無

理
の
な
い
範
囲
で
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
会
員
の
状
況
（
７
月
末
現
在
）

　
人
道
全
音
は
６
月
～
７
月

会　員　数 ９２４ネ

(男性会員数) ６９３扇

(女性会員数) ２３ト名

入会者数 TL9名

退会巻数 27名

平均年齢 7 3. 3歳

式ここﾆﾌこ二･.･二'.'.二二二二二二二;二こ二二l二?1

　　　　配　分　金　　∇

　支払い日のお知らせ

９月就業分10月15日(月)

10月就業分11月15日(木)

11月就業分12月14目(金)

☆
お
願
い

　
就
業
報
告
書
の
提
出
は
、
就
業
完

了
後
、
ま
た
は
翌
月
の
３
目
ま
で
に

提
出
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

☆
チ
ラ
シ
配
布
就
業
会
員
要
果

　
事
務
局
で
は
、
チ
ラ
シ
な
ど
の

配
布
が
で
き
る
方
を
随
時
募
集
し

て
い
ま
す
。
就
業
可
能
な
方
は
事

務
局
に
「
希
望
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
」

を
備
え
て
い
ま
す
の
で
、
事
務
局

窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

☆
清
掃
業
務
就
業
会
員
募
集

　
清
掃
業
務
が
で
き
る
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
就
業
希
望
さ
れ
る

方
は
、
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

☆
家
事
援
助
業
務
就
業
会
員
募
集

　
家
事
援
助
業
務
が
で
き
る
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
就
業
希
望
さ

れ
る
方
は
、
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

６



平成３０年９月　会報シルバーたからづか　第１ ５３号

室内清掃や就業マナ

ーを学びましょう！

生活支援講習会受講生募集

　　(施設・訪問介護)

介護補助や整理収納、食品衛生管理などを学ぶ講習会です。

講習を受け新万々仕事に就業してみませんか。今回は整理

アドバイザー２級の資格取得ができます。

平成３０年９月２６日休)まで【必着】

平成３０年↓Ｏ月３副本)～ＩＯ月１７引水)期開申のうち６日間

さらら仁川公益施設

無料

１５名

６０歳以上の就業希望者で原則として全日程を受講できる方

ソルバー非会員も応募可能

当センター備え付けの申込書に必要事項を記入して公益社団法人兵庫県シルバー

人材センター協会事笑談へ郵送またはファックスで申し込んでください。

９月28日(金)、受講決定者のみ電話にて連絡、渥れた方への連絡は致しません。

募集期開

講習期開

講習場所

受講料

定員

応募資格

申込方法

お問合わせ先、および申込書提出先

　　　公益社団法人兵庫県シルバー人材センター協会　事業課

　　　〒６５０－００１１　神戸市中央区下山手通５丁目７番Ｔ８号

　　　Ｔｅ１　　：　０７８－９５４－８８０７

会
員
の
ひ
ろ
ば

　
　
　
川
　
　
柳

さ
び
し
言
ゲ
味
わ
い
な
が
ら
酒
を
く
粉

　
　
　
　
　
　
　
　
撃
冨
古
　
博
彦

散
水
に
希
望
の
発
芽
甲
子
圃

　
　
　
　
　
　
　
　
撃
織
出
　
茂

　
　
　
俳
　
　
句

老
い
の
特
闘
い
て
く
れ
る
か
野
の
仏

　
　
　
　
　
　
　
　
甲
川
嶋
　
兼
雄

夏
暁
に
お
寺
姉
様
の
数
珠
の
音

　
　
　
　
　
　
　
　
撃
中
嶋
　
涼
子

熱
戦
の
球
児
白
浜
夏
が
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
撃
西
口
　
佐
代
平

舘
造
作
に
幹
放
り
な
げ
混
め
酒

　
　
　
　
　
　
　
　
９
橋
本
　
千
津
子

う
そ
寒
き
真
皮
に
野
分
の
通
過
み
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
撃
羽
山
　
涼
子

⑤
蜻
蛉
暮
る
る
美
空
に
風
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
撃
丸
山
　
長
資

甘
言
性
言
洋
世
七
忘
れ
月
見
酒

　
　
　
　
　
　
　
　
撃
安
井
修

　
編
集
後
記

　
今
号
の
表
紙
は
宝
塚
市
川
面
に
あ
る

孚
塚
胎
生
昆
虫
採
集
の
森
」
を
取
り
上

げ
ま
し
た
。
川
面
と
御
殿
山
の
住
宅
地

の
中
で
、
こ
の
一
司
だ
け
段
丘
に
沿
っ

て
こ
ん
も
り
と
し
た
緑
地
が
今
も
残
っ

て
い
ま
す
。
ｙ
あ
森
の
中
に
ひ
っ
そ
り

と
佐
竹
の
が
千
古
稲
荷
神
社
で
す
。
緑

の
森
と
赤
い
鳥
居
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が

美
し
い
神
社
。
▼
手
塚
胎
生
が
少
年
時

代
に
こ
の
辺
り
の
雑
木
林
で
虫
取
り
な

ど
を
し
て
遊
ん
だ
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
有
名

で
、
彼
の
作
品
中
で
も
こ
の
辺
り
の
こ

と
が
出
て
き
ま
す
。
手
塚
は
亘
威
か
ら

約
2
0
半
開
の
多
感
な
時
期
を
、
宝
塚
犬

劇
場
な
ど
を
見
下
ろ
す
こ
の
御
殿
山
で

暮
ら
し
ま
し
た
。
自
宅
の
面
々
周
囲
の

田
園
地
帯
は
昆
生
類
の
採
集
に
は
最
適

の
環
境
。
「
胎
生
」
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
も
甲

虫
か
ら
名
付
け
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

▼
こ
ん
な
身
近
な
と
こ
ろ
に
著
名
な
漫

画
家
の
原
点
か
お
る
の
は
、
宝
塚
市
民

に
と
っ
て
う
れ
し
い
話
。
6
0
臓
の
若
さ

で
亡
く
な
っ
た
手
塚
胎
生
で
す
が
、
私

た
ち
は
彼
の
感
性
を
育
ん
だ
少
年
時
代

の
原
風
景
を
、
い
つ
で
も
目
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ

ひ
一
度
散
策
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
広
報
委
員
／
佐
野
純
）

７



①食事は３食、規則正しく　毎日の食事時間はできるだけ一定にしましょう。そして、夕食後就寝まで３時間

　　はあけよう。

②調理法や素材を工夫して、脂質をカット　煮る・蒸す・焼くなど油を多く使わない調理をしよう。魚や肉を

　　焼くときは、グリル平絹を使って脂肪分を下に落とそう。

③甘いもの、アルコール類はひかえる　糖質から分解されたブドウ糖は体内で中型指肪が合成される。甘いも

　　のの折りすぎは胆院脂肪を増やし、糖はウイルス平がん細胞のエサにもなります。また、アルコールはカロ

　　リーの折り過ぎになります

①塩分を減らす　塩分の摂りすぎは高血圧の原因になります。

⑤植物繊維を積極的に摂る　植物繊維は食べ過ぎを抑える効果があります。

⑥青魚で血液サラサラ　魚の脂肪に含まれるＥＰＡ（エイコサペンタエン酸）には血液中のコレステロールや

　　中t生脂肪を下げる働きがあります。

※注意塩分の減らしすぎ（１日当たり約６ｇ以下）は別のリスクがあるとの研究がありますので、高血圧などの

　治療中の方はかかりつけ医の指導に従ってください。

　　　－　　　　　　　　　　　－　　　　　　。　　－　､　　　　　一I＝　　　　－　・･ ・　。　　　　j・　　　　＝　　　－Ｓ ・－－ －1－i．･・ｓ’・．･I●:・　－　ＭＳ＆　●　き　.
汀ゴ今今ずミ……yT､プlj宍二宍宍.,ｊ斤≒ヅ･jj　‰づ==一叶ご九，μ＼,,かぐ＿､｡,－ｊ，火才ふジづ≒,ｊごい・,－ｊ一．ＴＪ:目菜」９ＪヅなごＸＬ1

・家事援助サービス

・子育て支援サービス

・お庭の手入れ

・家屋の手入れ

・事務サービス

・空き地･空き家管理事業

室内清掃、窓ガラス・網戸などの清掃、食事の支度・洗濯、お部屋内の片付けや

衣替え、ゴミステーションの掃除、買い物など

お子様とお留守番、子どもの一時預かり、シルバー出前サービス

植木剪定・施肥、植本の水やり、雑草刈り（機械・手刈り）

網戸の張替、障子・襖の張替、簡易な大工仕事・塗装など

あて名・賞状書き、ワープロなどでの原稿づくり、パソコン操作指導など

空き地・空き家を敷地の外側から現状痛感を行い報告するサービス

シルノド人材センター会員募集就業などを通じて社会参加しませんか？

シルバー人材センターの会員になるには

○会員の条件

　宝塚市在住の６０歳以上の健康で働く意欲のある方で、シルバー人材センターの趣旨に賛同していただける方。

○入会方法

入会説明会は毎月第４月曜日午後１時より開催していますので、事前に予約の上参加してください。

入会申込書・顔写真などの必要書類の提出と、会費(年額2､000円)の納入で会員となります。

　＊ご興味のある方は、まずはシルバー人材センター事務局までお電話でお問い合わせください。

問合せ先：公益社団法人　宝塚市シルバー人材センター

〒665-0827宝塚市小浜２丁目１番1号　TEL.0797(81)7000　FAX.0797(81)7040

http:　//　www.sJc　－　takarazuka.o｢.｣p

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
こ
ち
ら
か
ら
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